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平成３０年４月１日現在 

 （機関名：東京大学 類型：オールラウンド型 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：社会構想マネジメントを先導するグローバルリーダー養成プログラム） 
 

 

 【公表】 

リーダーを養成するプログラムの概要、特色、優位性 
（広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダー養成の観点から、本プログラムの概要、特色、優位性を記入
してください。） 

【プログラムの概要】現代社会においては、構造変化を伴う経済社会的ニーズ、複合的に作用するシ
ステムリスク、世界的な環境のダイナミックな変容等を背景とした様々な社会的課題群が存在して
いる。このため、潜在的なものも含め、そうした課題群を適切かつ早期に認識し、様々な専門的知見
を組み合わせて解決策の選択肢を構築し、選択肢の中から社会的合意形成を図りながら実際に選択
を行い、更に、グローバルな視点を持って、それを迅速に展開することが求められている。社会の超
高齢化と社会保障制度の不安定化、大規模災害の頻発、地球環境の持続性への懸念、東アジアの政治
情勢の不安定化は、そのような課題の要素の代表例である。今日、様々な局面において、こうした諸
課題の認識から解決策の実装までの一連の流れをリードできる人材の必要性が高まっている。 
 本プログラムでは、高い倫理観のもとに、社会が直面するグローバルレベルや国レベルの課題を的
確かつ早期に捉え、これに対して、多様な専門知識を統合し、社会的リソースを組織化して解決に導
くことの出来るようなリーダー人材（近い将来、「世界や国のドライバーズシート」を託せる高度博
士人材）を養成することを目的とする。このような課題解決には、文理横断的なイノベーションが不
可欠である。公共政策は社会科学に閉じた課題ではなく、理系との幅広い連携の下に、先端的な科学
技術の理解を踏まえて検討されるべき課題である。また、イノベーションを創出・実装することによ
って産業界から社会を牽引することのできる人材も、このような人材の重要な部分である。 
【プログラムの特色】上記の人材を育成するため、本プログラムでは、課題を発見し解決する力、深
い教養と倫理観、競争を勝ち抜く意志、ニーズを感じ取る知性と感性、自ら学ぼうとする意志と旺盛
な好奇心、高いコミュニケーション能力は高度博士人材として当然ながら涵養し、拠り所となる尖っ
た専門知識を一つ以上持つことに加え、さらに、(1)水平展開力（分野横断的で論理的な文理双方の
確固とした知識基盤）、(2)設計力（アジェンダセッティング能力や技術・制度・政策を総合的に設計
する能力）、(3)行動力（大胆なグローバル発想、課題解決実行をマネジメントできるプロジェクトマ
ネジメント能力、英語をベースとする訓練されたコミュニケーション能力、多様な人材を率いる人間
性と決断力を持ったリーダーシップ）の 3要素を備えた人材を育成する。この目的を達成するため、
本プログラムは、本人の選択により専門分野の知識基盤を一つ以上しっかりと身に着けさせつつ、
横断的知識の統合、統合された知識に基づく社会システム設計、グルーバルな場における課題解決
の実践等の能力を養う機会を重視したものとする。本プログラムには、分野横断的な政策・戦略とい
う切り口の下で、多くのルートで適性を持ったトップレベル人材を、年齢、バックグラウンド等を問
わず世界中から発掘し入学させる。いわば「人材のるつぼ」の環境下で、先に挙げたような能力形成
を行っていくのが本プログラムの特色である。このようなプログラムを通して、国家運営上重要な政
策立案をリードできる人材、国益を代表して世界の舞台で厳しい交渉を担う人材、国際機関や民間シ
ンクタンクの幹部として世界的な議論をリードできる人材、多国籍の大型プロジェクトをリードし
産業界を活性化することのできる企業人材、高い専門的知識・能力と俯瞰的視座および実務的能力を
持つ先端的研究者を養成する。 
以上のようなプログラムを実効的なものとするために、その基盤として、博士の学位を授与するに
足る、部局を超えた強い文理横断的連携組織を構築する。この連携組織を中核に、関係部局が持つ海
外の大学、国際機関とのネットワークも集約する。また、教育プログラムについては、俯瞰的コース
ワーク（先端科学技術コア、グローバル社会・政策コア、課題解決力コア）、課題研究構想ワークシ
ョップ、学生主導のセミナー開催やプロジェクト実施、国際プロジェクト実習への参加、副指導教員
等のチーム型指導体制による、主専攻での研究と社会的課題に関するサイドペーパーの執筆および
博士論文執筆から構成される。最終的には、博士学位論文審査と修了審査が行われることになる。ま
た、学生が本教育プログラムと研究に集中できるように、奨励金を導入する。 
【プログラムの優位性】東京大学では部局を横断した教育実績として、これまで、「部局横断型教育
プログラム」（科学技術イノベーション政策の科学、ジェロントロジー、海洋学際教育等）を実施し
ている。また、分野横断、課題解決型の研究を、政策ビジョン研究センター、知の構造化センター等
の全学的機構を設置する等して推進してきており、教員が仕組みや知見・ノウハウを有している。公
共性の高い課題解決に関するグローバルなリーダー人材の育成に関しては、東京大学では、これまで
も多数の国家公務員をはじめ社会において公共政策の形成や実施に携わる人材を輩出してきた（平
成 25年 184名、平成 26年 159名が国家・地方公務員として就職）。さらに、公共政策大学院では、
修士レベルでダブル・ディグリー制度や英語のみによる修了が可能な国際プログラムコースを設置
して、将来の各国のリーダーとなりうる人材を育成してきた。また、東京大学は、これまでに 9件の
リーディング大学院を各部局の連携の下設置、運営してきており、大学院博士課程の教育改革に実績
を有する。本プログラムは、このような東京大学における様々な実績を結集して行われる点で、高い
実行可能性を有する。また、公共政策大学院や工学系研究科等における実績を基礎に主として英語で
プログラムを提供する点でも優位性がある。 
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【公表】 

学位プログラムの概念図 
（優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダーとして養成する観点か
ら、コースワークや研究室ローテーションなどから研究指導、学位授与に至るプロセスや、産学官等の連携によ
る実践性、国際性ある研究訓練やキャリアパス支援、国内外の優秀な学生を獲得し切磋琢磨させる仕組み、質保
証システムなどについて、学位プログラムの全体像と特徴が分かるようにイメージ図を書いてください。なお、
共同実施機関及び連携先機関があるものについては、それらも含めて記入してください。） 

 
「社会構想マネジメントを先導するグローバルリーダー養成プログラム」 

 

 

設置し、 
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